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☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

マルチツーリングバッグ　取扱説明書

この度は、弊社製品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。

使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。

万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合があります。予めご了承下さい。

製品番号 08-01-0208

〒 584-0069 大阪府富田林市錦織東 3-5-16
TEL:0721-25-1357 FAX:0721-24-5059 URL http://www.takegawa.co.jp

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、弊社は賠償の責を一切負いかねます。

◎当製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。

◎当製品を加工等された場合は、保証の対象にはなりません。

◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。

◎製品には、エッジや突起がある場合があります。必ず作業手袋を着用し作業を行って下さい。

　(説明書内で作業手袋未着用の写真がある場合でも、作業時は作業手袋等を着用して下さい。)

◎積載重量超える場合は操作が不安定になります。また、防犯上、車両から離れる際は積載物も降車させるよう心がけて下さい。搭乗者の操作や、歩行者、

　他の車両へ支障をきたさない様に十分ご注意下さい。

◎当製品は、紫外線や水漏れなどの影響を受け、生地に焼けや色あせを生じる場合があります。雨天時や長時間の炎天下でのご使用はお控え下さい。

◎防水対策で防水ファスナー等採用していますが、雨天時は念の為付属のレインカバーを使用する事を推奨致します。

◎当製品を取り付けの際、装着する側の耐荷重を、ご確認の上使用して下さい。

◎車体と擦れ、傷等が付く場合は、事前に傷防止のフィルム等を貼り付けておく事をお勧めします。

◎破損の際は積載物の脱落防止のため、使用する事を避け、お取り替え下さい。

◎走行時のスマートフォンの操作及び視認は行わないで下さい。

◎取り付け方法によって操作性や他の走行車両の視認性に関わる為、必ず守って下さい。

◎フロントキャリア及びハンドルにバッグを取り付ける場合、操作に影響しない程度の積載量にして下さい。

～特　徴～
○いろいろな箇所に取り付け可能なツーリングバッグです。出先で簡易にバッグを取り外す事が可能なうえ、持ち運びの際は付属のスリングベルトを

　取り付け持ち運べます。スリングベルトは厚めなパッドを採用しており長時間の持ち運びでも肩紐が痛い等の低減致します。

　バッグ本体にはモールシステムを採用し拡張性に優れています。

　ファスナー部には防水性に優れたファスナーを使用しており浸水を予防する事が出来ます。

○レインカバー付属。TAKEGAWA タグ付き

○バッグサイズ

　・バッグメイン部　140mm x 270mm x 180mm ( 約 6.8 ℓ）

　・サイドポケット部　150mm x 130mm x 30mm (x 2 合計約 1.2 ℓ）

　・サイドポケットセンター部　140mm x 250mm x 40mm ( 約 1.4 ℓ）

適応車種 汎用

取付条件

純正品　 :リアキャリア /フロントキャリア装着車

弊社製品 :リアキャリア /センターキャリア /サイドバッグサポート /

　　　　　レッグバンパーキット装着車

弊社

取付確認

・ボトルホルダー :08-01-0167

・ETC ケース :08-01-0047

モールシステムにて拡張可能製品

注意 この表示を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

警告 この表示を無視した取り扱いをすると人が死亡、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で製品及び価格は予告無く変更されます。予めご了承下さい。

◎クレームについては、材料及び加工に欠陥があると認められた製品に対してのみ、お買い上げ後 1ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて頂きます。

　但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象となりません。

　なお、レース等でご使用の場合はいかなる場合もクレームは一切お受け致しません。予めご了承下さい。

◎この取扱説明書は、当製品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

■取り付けや積載時は必ず停車時に行って下さい。(走行中に行うと事故につながる恐れがあります。)

■走行前は必ず点検して下さい。(脱落の原因となります。)

■積載物の脱落防止を心がけて下さい。

■走行時のスマートフォンの操作及び視認は行わないで下さい。（事故の原因になるほか罰せられます。）

■運転操作の妨げになるような過度な積載は大変危険です。（事故につながる恐れがあります。）

■製品及びフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、作業手袋等を着用し手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）

■走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）

■作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）

■点検を行った際に損傷箇所が見つかった場合は使用する事を避け、お取替え下さい。

　（そのまま使用すると積載物の脱落、事故につながる恐れがあります。）
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○ミラーホルダーからミラー又はミラーアダプター、ラバーブーツを取り

　外し、写真を参考に④ナイロンベルトフック付きのベルトの輪にミラー

　又はミラーアダプター通し再度取り付けます。

　車両のサービスマニュアルに従い規定トルクで取り付けます。

○写真を参考に④ナイロンベルトフック付きのフックを①マルチツーリング

　バッグ本体の上側の Dカン 2箇所のどちらかに取り付け、バッグ本体の

　下側の Dカンに③ナイロンベルト (面ファスナー付き )を通し、

　ステアリングパイプと共に巻き付け面ファスナーで固定します。

※乗車時スピードメーターが必ず視認出来る様取り付けし、フューエル

　タンクに干渉しない様に取り付けを行って下さい。

製品内容

番号 部　品　名 個数

1 マルチツーリングバッグ 1

2 ナイロンベルト (バックル付き ) 2

3 ナイロンベルト (面ファスナー付 ) 2

4 ナイロンベルトフック付き 2

5 レインカバー 1

6 スリングベルト 1

パターン :A

■取り付け要領　※特に記載の無い細部の取り付け方法や規定トルクにつきましては、純正サービスマニュアルを参照して下さい。

ミラーホルダーを利用しハンドル部にバッグを固定する事でスピードメーター近辺に配置出来ます。

又バッグには、スマートフォンを収納出来、特殊フィルムを採用する事でタッチパネル対応グローブであれば操作も可能です。

（※ハンドルの高さと幅によって取り付け出来ない場合があります。）

（※スマートフォンの保護フィルムの種類によって操作出来ない場合があります。)

パターン :A

フロントキャリア、センターキャリアにバッグを固定する事が出来、パターン :A 同様にハンドル近辺にバッグを配置が可能。

スマートフォンをナビゲーションとして使用する際に便利です。

（※弊社製センターキャリアに装着する場合、シートの開閉時若干シートが干渉する為バッグ本体を外し開けるかバッグを少し押してシートを開ける

　 必要があります。又クロスカブ用のアルミセンターキャリアには取り付け出来ません。）

パターン :B

サイドバッグサポート、リアキャリア、弊社製レッグバンパーが装着している車両は、バッグ本体のベルトと付属のベルトを使用しサポートに固定

する事が出来ます。

（※この使用方法の場合はスマートフォンを乗車状態では視認出来ません。）

（※クロスカブ用のレッグバンパー &シールドキット装着の場合、シールドの使用は出来ません。予めご了承下さい。）

パターン :C

④ナイロンベルトフック付き

Dカン

ミラー

③ナイロンベルト (面ファスナー付き )/D カン

ステアリングパイプ

車両前方

①

④

③②

⑤

⑥
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■取り付け要領　※特に記載の無い細部の取り付け方法や規定トルクにつきましては、純正サービスマニュアルを参照して下さい。

※説明はサイドバッグサポートに装着の例です。その他取り付けも同様の手順で行って下さい。

○写真を参考にサイドバッグサポートのフレームに①マルチツーリングバックのベルトを通しバックルを固定し長さを調整します。

　（必要に応じてバック本体の Dカンと③ナイロンベルト (面ファスナー付き )を通しフレームと共に巻き付け面ファスナーで固定します。）

※説明はフロントキャリアに装着の際ですが、センターキャリアも同様の手順で行って下さい。

○フロントキャリアに①マルチツーリングバッグを乗せて写真を参考にフックが付いている製品の

　場合は、フック側面にベルト通した後、長さ調整し固定します。

※ベルト長さ調整は移動カンのベルトを写真の様に外す事で出来ます。

○キャリアにフックが無く横方向の固定が出来

　ない場合、バッグ本体のナイロンベルト部の

　矢印のモールシステムに②ナイロンベルト

　(バックル付き )を通しバッグ本体ベルトと

　クロスする形にし、ベルト長さの調整を行い

　キャリアに固定します。

　（必要に応じてバッグ本体の Dカンと③ナイロン

　ベルト(面ファスナー付き)を使用し固定します。）

パターン :B

パターン :C

フロントキャリア裏面

キャリアフック部

スーパーカブ C125　弊社製サイドバッグサポート装着例

◎この取扱説明書は弊社ホームページに PDF データーでアップしております。

　印刷では表記が読みにくい等ございましたら弊社ホームページにてダウンロードしご確認下さい。

移動カンから
ベルトを外す

移動カン

長さ調整時

②ナイロンベルト (バックル付き )

バッグ本体のベルト

リアキャリア裏面

リアキャリア装着例

移動カンから
ベルトを外す

移動カン

長さ調整時

CT125　レッグバンパー装着例

Dカンと③ナイロンベルト (面ファスナー付き )で固定

②ナイロンベルト
　(バックル付 )


